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(57)【要約】
【課題】本発明は、高温下でも保存可能な切り裂き容易な３層構造の医薬品包装用フィル
ムを提供すること。
【解決手段】密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．５
～０．９３０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる外層と、
密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．５～０．９３０
ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンと密度１．０２０ｇ／ｃｍ３でガラス転移温
度が１００℃以上である環状ポリエチレンからなり、該環状ポリエチレンを４０％以上６
０％未満の割合で含む中間層と、密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３の低密度ポリ
エチレンまたは密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．
５～０．９３０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる内層の三層から構成
される医薬品包装用多層フィルムとする。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．５～０．９３
０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる外層と、
密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．５～０．９３０
ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンと密度１．０２０ｇ／ｃｍ３でガラス転移温
度が１００℃以上である環状ポリエチレンからなり、該環状ポリエチレンを４０％以上６
０％未満の割合で含む中間層と、密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３の低密度ポリ
エチレンまたは密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．
５～０．９３０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる内層の三層から構成
される医薬品包装用多層フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高温下でも保存可能な切り裂き容易な３層構造の医薬品包装用フィルムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　内容物を封入するための包装用袋は熱などでフィルムを溶かして密閉している。
包装用袋を開封する場合には刃物を用いて開けることもあるが、道具が無い状況下では手
で破って開けることがある。
　しかし手で開封した場合きれいにフィルムを破くことは難しく、また開封した時に粉状
、粒状の内容物が飛び出すおそれがあった。
【０００３】
　上記課題を解決するために、袋の素材に工夫を施し引き裂き易くしたフィルムが開発さ
れている。
【０００４】
　特許文献１には、縦方向及び横方向の引き裂き性に優れた易引き裂き性フィルムが記載
されている。
【０００５】
　上記特許文献１記載の包装袋は、引き裂きやすさは向上したが材料のガラス転移点が低
く、夏場高温となる倉庫などの通気性が悪い場所で保管すると劣化してしまうことがあっ
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第５６４６２２２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記したような従来技術の問題点を解決すべくなされたものであって、引き
裂き易く保存し易いフィルムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に係る発明は、密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流
動性が０．５～０．９３０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる外層と、
密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．５～０．９３０
ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンと密度１．０２０ｇ／ｃｍ３でガラス転移温
度が１００℃以上である環状ポリエチレンからなり、該環状ポリエチレンを４０％以上６
０％未満の割合で含む中間層と、密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３の低密度ポリ
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エチレンまたは密度が０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３で、１９０℃での流動性が０．
５～０．９３０ｇ／１０ｍｉｎの直鎖状低密度ポリエチレンからなる内層の三層から構成
される医薬品包装用多層フィルムに関する。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に係る発明によれば、シール強度とカット性のバランスが優れており、引き裂
き容易でかつ高温下でも保存が可能な医薬品包装用フィルムを提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る包装袋の好適な実施形態について説明する。
【００１１】
　本発明の包装袋は外層（ラミネート層）、中間層（コア層）及び内層（シール層）から
なる構成をとる。
外層は直鎖状低密度ポリエチレン（以下Ｃ４－ＬＬＤという）、中間層はＣ４－ＬＬＤと
環状ポリオレフィン（以下ＣＯＣという）及び内層Ｃ４－ＬＬＤまたはポリエチレン（以
下ＬＤＰＥという）から構成される。
なおＣ４－ＬＬＤは枝を有しない直鎖構造であるが、ＬＤＰＥは分岐を有している分枝構
造である。
【００１２】
　引き裂き容易性からＣ４－ＬＬＤの密度は０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３が好まし
く、より好ましくは０．９１５～０．９２５ｇ／ｃｍ３がよい。
Ｃ４－ＬＬＤの流動性は１９０℃で０．５～２．０ｇ／１０ｍｉｎ、好ましくは０．９１
５～０．９２５ｇ／１０ｍｉｎが良い。
１９０℃とは一般的に樹脂の融解粘度を計測する時に用いる温度である。
この範囲の流動性を有することでフィルム原料の混合時にむらができず、フィルム加工安
定性および外観が良好となる。
【００１３】
　ＣＯＣの密度は引き裂き容易性や夏場の高温下で保存しても品質に影響が出ないことか
ら密度を１．０２０ｇ／ｃｍ３、ガラス転移温度を１００度以上にすることが好ましい。
【００１４】
ＬＤＰＥはヒートシール性から密度０．９１０～０．９３０ｇ／ｃｍ３のものが好ましい
。
【００１５】
本件発明は内層に静防性を付してもよい。
静防性を付すことで、静電気の発生を防ぐことができ、粉末状、顆粒状の内容物が包装材
にくっつき取り出しにくくなることを防ぐ。
【００１６】
本件発明はフィルムのみで包装資材として使用しても良いが、他のフィルムとラミネート
を行って、シーラントフィルムとして使用してもよい。
【００１７】
本件発明は上記構成の３層構造であるため引き裂き強度が低く引き裂き易く、縦方向、横
方向への引き裂きが容易である。
【００１８】
フィルムの厚さは５０μｍ以下が良く、シール強度安定性の観点から３０μｍ以上が好ま
しい。
外層：中間層：内層の厚さの比率は１：１：１でも良く、１：１.６：１という比率にし
てもよい。
本発明の各層の薄さの比を１：１：１のものと１：１．６：１の物とを比較した試験結果
を下記表１に示す。
引張試験はＪＩＳ　Ｋ－７１２７による方法を用いる
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詳しくは一定の幅に切ったフィルムを、片方を固定し、もう片方を引張速度５０ｍｍ／ｍ
ｉｎで引張り、フィルムが切断した時の荷重を測定して行った。
引き裂き強度はＪＩＳ　Ｋ‐７１２８に基づきエルメンドルフ引き裂き試験を行った。
下記の表から３層の厚さの比率は１：１．６：１の方が直角方向の引張破断点伸度が低く
裂け易いことが分かった。

【産業上の利用可能性】
【００１９】
本件発明は切り裂き容易な医薬品包装用多層フィルムであり、またガラス転移温度が１０
０℃以上であるため夏場の高温下で保存しても品質に影響がない。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description

